
グループホーム
みらい

社会福祉法人昴

看護師 吉田隆俊

写真・動画の使用は、全てご家族の許可を頂いています。

個人情報保護のため、撮影はご遠慮ください。
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自己紹介

• もともとGH世話人（介護職）
• 看取りの経験から看護師に
• GHみらい開設から担当
• 重症心身障害児の親



どんな命も「おめでとう」
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障害があるから不幸ではない

誰もが幸せになるために生きている
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とまり木
（11名＋S3名）

とまり木
（6名＋Ｓ１）

深谷

カンパーニュ
（6名＋S1名）

深谷

昴のグループホーム9ヶ所（61名＋S6名）
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スカイハイ

（5名）

ピアハイム

（7名）

クレア

（10名＋S1）

あすく

（5名+S２名）

みらい

（7名）

ソキウス

（6名）

ユニコーポ

（9名＋S1名）

共同生活ホーム
すまいる

（49名＋S4名）

2024年６月
常用職員40名



グループホームみらい概要
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埼玉県東松山市

2011年４月開設

介護サービス包括型

個人単位のヘルパー

利用

定員：７名

医療的ケア：5名

26～37歳

看護体制

朝・夕のスポット



オーダーメイドの生活
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⚫ 日中の過ごし方：４パターン
• 生活介護 3か所
• 重度訪問介護

⚫ ヘルパー事業所：8か所
• 本人がサービス（事業所）を選択する
• 風通しの良いホーム
• １事業所では抱えきれない

⚫訪問看護ステーション：2か所
⚫往診の先生：2名
⚫訪問薬剤
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誰のためのグループホーム？

「親の介護負担」「親亡き後」が心配だからGH
ではなく

本人の豊かな暮らしを支えたい
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みらいでの医療的ケア

吸引 注入 在宅酸素 その他

Aさん 口・鼻 胃ろう 在宅酸素 導尿

Bさん 口・鼻
気管カニューレ

胃ろう 在宅酸素 人工呼吸器（夜間）

Cさん 胃ろう 導尿

Dさん 口・鼻 胃ろう

Eさん 口・鼻 胃ろう 在宅酸素 経鼻エアウェイ



医療的ケアの分類
分類 主な行為 参考 実施する人

医
行
為
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
行
為

1. 体温測定

2. 血圧測定

3. パルスオキシメーターの装着

4. 軽微な切り傷・擦り傷・やけど等の処置

5. 医薬品使用の介助

6. 爪切り

7. 日常的なオーラルケア

8. 耳垢の除去

9. ストマ装具のパウチにたまった排泄物を捨てるこ

と

10. カテーテルの準備・体位の保持

11. 市販の使い捨て浣腸器による浣腸

「医師法第１７条、歯科
医師法第１７条及び保健
師助産師看護師法第３１
条の 解釈について（通
知）」 （平成１７年）

※主な行為の実施にはそ

れぞれ条件がありますの

で通知をご確認下さい。

介護職

認
定
特
定
行
為
業
務

1. 口腔内吸引（咽頭の手前まで）

2. 鼻腔内吸引（咽頭の手前まで）

3. 気管カニューレ内吸引

4. 経鼻経管栄養（挿入状態の確認は看護師）

5. 胃ろう

6. 腸ろう

喀痰吸引等（たん吸引等

）の制度について

（厚労省HP） 介護職

（医療との連携

が必須）

家
族
が
行
っ
て

い
る
医
行
為

【例示】

⚫ 経鼻エアウェイ交換

⚫ 導尿（必要時）

⚫ 人工呼吸器の着脱

⚫ 経鼻経管チューブの交換

医師

看護師
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医療的ケア提供体制イメージ
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救急医療（2次医療）



関係機関と情報共有ツール

相談支援
生活介護
居宅介護

グループホーム

主治医（往診）
訪問看護
訪問薬剤
訪問リハ
訪問歯科

本人
家族

【情報共有ツール】
共通ノート

緊急対応マニュアル
MCS



共通ノート
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基本的な健康
に関する情報

マニュアルの
役割

情報をしっか
り伝達

ひとことコーナー

支援者が感じた
本人のひとこと

生活の様子

何をしたか
＋

どんな反応だったか
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本人

家族

医師

訪問

看護

訪問

薬剤

相談

支援

居宅

介護

生活

介護

GH

支援チームと連携のイメージ



支援チームと連携のイメージ
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ニーズ

思い

本人

家族

医師

訪問

看護

訪問

薬剤
相談

支援

居宅

介護

生活

介護

GH



こうした活動や豊かな表情が、
多職種連携における「共通の目標」
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ご家族の声

（一部抜粋）
みらい入居の時を思い返してみて思う事は、子どもの年齢と親の年齢、更に
祖父母の年齢が大きく関係し先行きが不安でした。
この先何人介護しなくては行けないのだろうか…

主人や私が病気になり、急にどこかの施設に入り会えなくなってしまったら
Yさんが可哀想です。
親も子も元気じゃないと離す離れるはできません。親が行動できる時に決め
て、YさんがYさんらしく生きていける場所と思いました。

入居後少しだけ罪悪感を感じたことも有りましたが、今は親も子も笑顔で接
する時間ばかりです。

家族が気軽に会えるのも良いです。又、幼馴染みが居てくれる事も安心の一
つてす。ホームの方々と様々な事を共有し、解決策も考えて頂きYさんの事
をこんなに沢山の方が関わって下さりホームに行くたびに笑顔で話せて幸せ
です。



おわりに

将来はどんな暮らしが良いかな～って

夢を描いて欲しい

障害の重い人にとっても

グループホームが

暮らしの選択肢の一つに

なったらいいな～



ご清聴ありがとうございました。
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